
2024年 6月 28日 

 

学校法人三幸学園 

東京みらい AI&IT専門学校 

校長 本多 浩一 殿 

 

学校関係者評価委員会 

委員長 高橋 和紀 

 

 

学校関係者評価委員会実施報告 

 

2023年度学校関係者評価について、下記のとおり評価結果を報告します。 

 

 

記 

 

１ 学校関係者評価委員 

①  高橋 和紀（株式会社システムシェアード セールス＆マーケティング部） 

②  平井 宏子（SANKO 日本語学校 専門課長） 

③  岩淵 陸斗（2023 年度卒業生） 

 

２ 学校関係者評価委員会の開催状況 

 2024 年 6 月 27 日（会場 東京みらい AI&IT 専門学校校 ３０A 教室） 

 

３ 学校関係者委員会報告 

 以下「自己評価・学校関係者評価報告書」に学校関係者評価委員会コメントとして記載 

 

以上 
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2023年度 学校法人 三幸学園 東京みらい AI&IT専門学校 

 自己評価ならびに学校関係者評価報告書 
 

自己評価報告責任者 ： 副校長 飯島英和 

学校関係者評価報告責任者 ： 学校関係者評価委員会委員長 高橋和紀 

 

 

1. 学校の教育目標 

学園のビジョン「人を活かし、日本をそして世界を明るく元気にする」、ミッション「人を活かし、困難を希望に変

える」のもと、AI・IT 分野の学校として「AI・IT を通じて日本を明るく元気にする」と言うビジョンを掲げ、「AI・IT を

通じて人に感謝され、持続可能な社会に貢献できる人材を育成する」といった人材育成方針を掲げている。 

また、「社会で活躍するために、専門分野における新しい知識や技術の習得に努力を惜しまない人」「素直な

気持ち、感謝する気持ち、思いやりのある人」「自ら未来を切り開いていこうとする情熱と夢を持ち続け、仲間

と協力して目標を達成しようと努力する人」をアドミッションポリシーとして掲げ、その実現に向けて生徒指導を

展開している。 

 

 

２. 前年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

 

① 前年度重点施策振り返り 

◇教務 

 ・通常授業の遅刻・欠席者を減らし、いるべき場所・時間にいることを当たり前にしていく。 

 ・退学率 10%以下を目指す。⇒結果１０．６％であった。特に 1年生の退学を減らしていきたい。 

◇就職 

 ・1年次から短期インターンシップへの参加を促し、2年次前期末までに５０％の就職決定率。 

  卒業時までに１００％の就職決定率を目指す。⇒現状今年度は３１％の内定率。 

◇広報 

 ・入学者増員を目指す。入学実績は 2021年度 65名、2022年度 95名、2023年度 100名。 

    ⇒2024年度 148名まで入学者増。 

 

② 学校関係者評価委員会コメント 

・採用に関してはシステムシェアードでも特に日本人に拘ってはいないので、日本語が話せれば積極的 

に採用は検討している。【高橋委員】 
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（２）学校運営 

① 課題 

◇Sankogateの活用や、生徒の活用状況が向上しきれておらず、自ら情報を取りに行く習慣がない 

生徒もいる。特に留学生にこの傾向が顕著にみられる。 

 

②  今後の改善方策 

◇教科担当とのコミュニケーションツールとして Teams を有効活用する。 

◇学校においても生徒への発信や通知の仕方を統一する等、検討する。 

 

③  特記事項 

◇生徒への情報共有に Sankogate というシステムを使用しているが、生徒への浸透度合いにムラが 

あり、確実に生徒へ情報が伝わっていないことがまだ散見される。 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

・日本語学校でも自分で情報を取りに行けない生徒が多く、かなり受け身の学生が多い。講師の先生方 

がとても熱心なので、お世話はしてくれるが厳しく言えば自走できるように指導をして行かないといけな 

いという課題感を持っている。その為リマインドを中心に、やってあげるのではなく行動をさせるように工夫 

して指導している。【平井委員】 

・日本語学校は電話など留学生管理がまだアナログなので、フェイスブックを使用した連絡なども活用して 

いた。今後はメーリングリストなどを整理して活用していきたい。【平井委員】 

・発信される先生によって活用の仕方が違うので、情報を取りに行くつもりはあっても通知も有ったり無 

かったりすることで辿り着かない生徒も散見された。【岩淵委員】 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

目的等に沿った運営方針が策定されているか 4 

事業計画に沿った運営方針が策定されているか 4 

運営組織や意志決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能しているか 4 

人事、給与に関する制度は整備されているか 4 

教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか 4 

業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか 4 

教育活動に関する情報公開が適切になされているか 3 

情報システム化等による業務の効率化が図られているか 3 
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３.評価項目の達成及び取組状況 

（１）教育理念・目標 

 

①  課題 

◇在校生・保護者の専門学校での学びの特色、特徴や学校教育方針の理解・浸透の強化。  

現場力・実践力・社会人基礎力向上を目的とした学内授業と現場実習の連携強化。 

 

②  今後の改善方策 

  ◇年度末に新入生保護者説明会の実施。 

  ◇育成人材の教室貼り出し。 

 

③ 特記事項 

◇学園内の姉妹校と比較しても、入学者の属性（高校種別、生活状況）などについて特徴があり、 

入学時に通学・学校生活に不安を持つ学生が多い。 

入学前の保護者説明会にて質疑応答含め丁寧に対応し、入学後の不安を取り除けるようにしている。 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

・現場でも受講生同士のトラブルが増えたりしているケースもあるので、一過性の物であれば良いが若干 

不安視している。【高橋委員】 

・まだ目の前のことに一生懸命で、社会人になれたなと言う感想は持っているが、これから学校で学んだこ

とが役に立ってくると良いと考えている。【岩淵委員】 

  

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の理念・目的・育成人材像は定められているか（専門分野の特性が明確になっている

か） 
4 

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか ４ 

学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが生徒・保護者等に周知されているか 3 

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられ

ているか 
3 
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（３）教育活動 

① 課題 

◇1年生夏休み段階で就職活動と連携したインターンシップへの促しが不足している。 

1年生から 2年生に進級する際の就職活動において、早期の活動が促進できていない。 

 

②  今後の改善方策 

◇学内企業説明会に参加いただく企業と回数の拡大。 

◇ビッグネーム、大手企業からの求人獲得や関係作り。 

 

③  特記事項 

◇就職活動のスタートがやや遅れた傾向にある。大学生等と就職活動が競合していくため、後れを 

取らないように１年時の夏頃からインターンシップなどに参加すること等に注力して指導していきたい。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

・大学卒の採用が多いが、会社によっては専門学生を積極的に採用し採用拡大を目指している企業は 

多い。掲げられている今後の改善についてはシステムシェアード側と連携して、一緒に開拓や紹介が 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか 4 

目標の設定として、教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関としての修

業年限に対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
3 

学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか 4 

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリュキュラムや教育方法の工夫・開発な

どが実施されているか 
4 

関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見直し等が

行われているか 
3 

関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実習等）が体

系的に位置づけられているか 
3 

授業評価の実施･評価体制はあるか 4 

職業に関する外部関係者からの評価を取り入れているか 4 

成績評価・単位認定の基準は明確になっているか 4 

資格（免許）取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか 4 

人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保し、組織できているか 4 

関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含め）の提供先を確保す

るなどマネジメントが行われているか 
3 

関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成など資

質向上のための取組が行われているか 
4 

職員の能力開発のための研修等が行われているか 4 
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できるようにコネクションの支援も積極的に協力させていただきたい。【高橋委員】 

 

 

（４）学修成果 

① 課題 

◇就職率向上への取り組み。退学防止への取り組み。卒業生のサポートの充実。 

◇業界・企業との人材育成・キャリアアップシステムへの理解を深める。 

  ◇各資格合格率、及び受験率の向上。 

 

② 今後の改善方策 

◇保護者連携を図り、就職活動を促進させる。 

   ◇検定対策や補講等の対策を充実させる。 

 

③ 特記事項 

◇今年度も前年度卒業生を対象とした同窓会を予定・準備している。 

◇日本語学校からの留学生の入学者も増えてきているため、入学後も出身の日本語学校との連携も 

継続して情報共有をし、指導を進めていく。 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

・就職活動については当時担任の先生から学校求人の提案を受けて受験はしてみたが、自分のことを 

よく知ってる先生からの斡旋のため、その意味での安心感はあった。半面、学校に来ている求人 

をもっと情報開示や共有があればよかった【岩淵委員】 

⇒昨年度の 1 年生(2023 年度 1 年生)からは、求人公開システムを一新しているのでだいぶ求人数や

公開フローも進化している。【佐藤教務課長】 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

就職率の向上が図られているか 3 

資格（免許）取得率の向上が図られているか 3 

退学率の低減が図られているか 3 

卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか 3 

卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか 3 
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（５）学生支援 

① 課題 

 ◇高校等に対し、キャリア教育等、高校連携を実施。 

 

②  今後の改善方策 

 ◇キャリア教育・職業教育について高校に訪問し、職業の説明等を実施する。 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

・卒業生として現状支援してほしいことは特に思いつかないが、頼りたいという人もいると思うので、いつでも

相談出来るという学校の体制は継続的に情報発信をして行った方が良いかと感じる【岩淵委員】 

⇒学校で成績など一元管理しているシステムや、現状は使いやすく、特段問題などは聞いていない。 

強いて言えば留学生が増えてきているとのことなので、テキストの改変などは必要なのかが気になった。

【高橋委員】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

進路・就職に関する支援体制は整備されているか 3 

学生相談に関する体制は整備されているか 3 

学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか 3 

学生の健康管理を担う組織体制はあるか 3 

課外活動に対する支援体制は整備されているか 3 

学生の生活環境への支援は行われているか 3 

保護者と適切に連携しているか 3 

卒業生への支援体制はあるか 3 

中途退学者への支援体制はあるか 3 

社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか 4 

高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われているか 4 
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（６）教育環境 

① 課題 

 ◇学外での研修等の活動がまだ希望者少なく実施まで至っていない。 

 

②  今後の改善方策 

 ◇今年度も継続して海外研修の希望者を募り実施に向け案内をしていく予定。 

 

③  特記事項 

 ◇海外研修は現在、シリコンバレーを予定している。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

 ・シリコンバレー以外の IT分野等の研修地として、現在ネパールではシステムシェアードで活動している 

ので可能性はある。【高橋委員】 

 

 

（７）学生の受入れ募集 

① 課題 

特になし 

 

② 今後の改善方策 

特になし 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

特になし 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 4 

学内外の実習施設,インターンシップ,海外研修等について十分な教育体制を整備しているか 2 

防災・安全管理に対する体制は整備されているか 3 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学生募集活動は、適正に行われているか ４ 

学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか ４ 

入学選考は、適性に行われているか ４ 

学納金は妥当なものとなっているか ４ 
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（８）財務 

① 課題 

【中長期計画】 

なし 

 

【予算・収支計画】 

 なし 

 

【会計監査】 

なし 

 

【財務情報の公開】 

なし 

 

② 今後の改善方法 

【中期計画】 

今期は第３次中期計画（2023 年度～2027 年度）の初年度であり、ホームページ上に公開している。今

後は当該計画の達成状況等についても公開予定である。 

 

【財務情報の公開】 

なし 

 

③ 特記事項 

なし 

 

➃学校関係者評価委員会コメント 

 特になし 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ４ 

予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ４ 

財務について会計監査が適正に行われているか ４ 

財務情報公開の体制整備はできているか ４ 
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（９）法令等の遵守 

① 課題 

特になし 

 

② 今後の改善方策 

特になし 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

➃ 学校関係者評価委員会コメント 

特になし 

 

 

  

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

関係法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか ４ 

個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか ４ 

自己評価の実施と問題点の改善に努めているか ４ 

自己評価結果を公開しているか ４ 
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（１０）社会貢献・地域貢献 

 

①  課題 

◇積極的な地域貢献活動の実施 

 

②  今後の改善方策 

◇在校生も含めて姉妹校と連携し、地域貢献活動に参画できるよう準備を進めていく。  

 

③  特記事項 

◇地域の活動には現状まだ参画できていない。今後は地域貢献の意味合いも含め活動を活性化させ 

ていきたい。 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

  ・個人としては防災関係のボランティアはしていたが、学校として活動量を増やしていきたいのであれば 

分野問わず生徒への情報提供をもっと増やしていけば興味のある生徒はいるかと思う。【岩淵委員】 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか 3 

生徒のボランティア活動を奨励、支援しているか 3 

地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に実施して

いるか 
3 
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（１１）国際交流（必要に応じて） 

① 課題 

◇コロナにより留学生受け入れに関する動きがあまりなかった。 

 

②  今後の改善方策 

◇各日本語学校の訪問を強化し、入学生獲得に努めていく。 

 

③  特記事項 

特になし 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

・日本語学校の現状はネパール出身者が 7割弱だが、それ以外含めると 12か国から入学者が来て 

もらっている。【平井委員】 

 

 

 

４. 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

⇒各委員の皆様より引き続き適切な学校運営に努めていただくようご挨拶をいただき閉会 

・今後も専門学校と日本語学校の連携を深めていきたい。【平井委員】 

・卒業生も毎年増えていくと思うので、特に就職支援については全員希望の企業に就職が叶うようにご指導 

をお願いしたい。【岩淵委員】 

・現場で求められるスキルは日進月歩で進化しているので、企業としても最新の情報含め専門学校ともしっ 

かりと連携していけるように尽力する。【高橋委員】 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

留学生の受入れ・派遣について戦略を持って国際交流を行っているか 3 

受入れ・派遣、在席管理等において適切な手続き等がとられているか 4 

学習成果が国内外で評価される取組を行っているか ３ 

学内で適切な体制が整備されているか 3 


